
アルミニウム産業の進化を支える
　
軽
く
て
丈
夫
な
素
材
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
輸
送
機
器
や
建
設
、
電
機

と
い
っ
た
分
野
に
加
え
、
飲
料
缶
や
包
装
容
器
の
よ

う
な
身
近
な
も
の
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
利
用
が
進

む
。
輸
送
機
器
で
は
ア
ル
ミ
を
部
材
に
採
用
す
る
こ

と
で
車
体
を
軽
量
化
で
き
、
燃
費
向
上
に
役
立
つ
。

軽
さ
に
加
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
に
も
優
れ

エ
コ
マ

テ
リ
ア
ル

と
し
て
の
存
在
感
は
高
ま
る
ば
か
り

だ
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
後
押
し
す
る
素
材

と
し
て
、
ま
す
ま
す
活
用
が
進
み
そ
う
だ
。

　　 年度アルミニウム用途別需要　（単位：トン）

軽
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
幅
広
い
分
野
で
活
躍

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １１月７日 木曜日 　　

日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会
は

ア
ル
ミ
製
鉄
道
車
両
誕
生

周
年
と
製
造
数
累
計
２
万
両

達
成
を
祝
う
記
念
講
演
会
を

開
催

あ
い
さ
つ
す
る
山
内

会
長

　
「
温
暖
化
防
止
は
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
が
決
め
手
」
。
日
本

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

東
京

都
中
央
区

が
２
０
１
３
年

９
月
に
策
定
し
た
「
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
技
術
戦
略
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
２
０
１
３
」
の
中
で
、

協
会
の
決
意
表
明
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
軽
量

性
や
リ
サ
イ
ク
ル
性
な
ど
の

特
徴
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
に
貢

献
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

役
立
つ
素
材
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　
ア
ル
ミ
の
最
大
の
特
徴
は

そ
の
軽
さ
で
、
同
じ
大
き
さ

の
重
さ
の
比
較

比
重

は

鉄
の
約
３
分
の
１
。
リ
サ
イ

ク
ル
性
に
も
優
れ
る
。
他
の

金
属
に
比
べ
て
腐
食
し
に
く

く
融
点
が
低
い
た
め
、
使
用

後
の
ア
ル
ミ
製
品
を
溶
か
し

て
容
易
に
再
生
で
き
る
。
回

収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
か
ら
再
生

地
金
を
つ
く
る
の
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
原
料
の
ボ

ー
キ
サ
イ
ト
か
ら
新
た
に
地

金
を
つ
く
る
時
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
わ
ず
か
３
％
で
済
む
。

　
ア
ル
ミ
の
持
つ
環
境
性
能

は
各
産
業
分
野
の
進
化
を
支

え
る
。
自
動
車
で
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

や
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
普
及
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
燃

費
向
上
で
は
車
体
の
軽
量
化

が
不
可
欠
で
、
将
来
は
適
材

適
所
化

マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア

ル
化

が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
位
に
軽
量
で
扱
い
や
す

い
ア
ル
ミ
合
金
の
適
用
が
期

待
さ
れ
る
。

　
家
電
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
観
点
か
ら
、
電
球
や
蛍

光
灯
か
ら
の
切
り
替
え
が
進

む
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

照
明
で
、
ア
ル
ミ
の
持

つ
加
工
性
と
熱
伝
導
性
を
生

か
し
放
熱
素
材
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
は
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

を
運
搬
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ

ン
カ
ー
の
タ
ン
ク
に
使
わ
れ

て
い
る
他
、
送
電
線
に
も
活

用
。
航
空
・
宇
宙
分
野
で
も

軽
量
・
高
剛
性
期
待
材
料
な

ど
の
技
術
開
発
を
通
じ
た
採

用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ル
ミ
の

持
つ
特
徴
が
各
産
業
で
の
技

術
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
製
品

の
高
度
化
を
後
押
し
し
て
い

る
。

　
ア
ル
ミ
利
用
で
特
に
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
、
自
動

車
や
鉄
道
車
両
な
ど
の
輸
送

機
器
だ
。
自
動
車
で
は
Ｃ
Ｏ

２
排
出
規
制
を
強
化
す
る
動

き
が
進
み
、
燃
費
を
向
上
さ

せ
る
車
体
の
軽
量
化
を
実
現

す
る
素
材
と
し
て
世
界
的
に

利
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
鉄

道
車
両
で
は
、
高
速
化
が
進

む
新
幹
線
な
ど
で
ア
ル
ミ
製

の
車
両
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
速
さ
を
生
む
軽
さ
と
ス

ピ
ー
ド
に
耐
え
ら
れ
る
強
さ

を
持
つ
ア
ル
ミ
の
特
徴
が
生

か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ア
ル

ミ
鉄
道
車
両
は
歴
史
的
な
節

目
を
迎
え
た
。

　

年
に
ア
ル
ミ
製
鉄
道
車

両
誕
生
か
ら

周
年
を
迎
え

た
他
、

年
５
月
に
は
累
計

生
産
両
数
２
万
両
を
達
成
し

た
。

月
に
運
行
が
始
ま
っ

た
豪
華
寝
台
列
車
「
な
な
つ

星
ｉ
ｎ
九
州
」
に
も
採
用
さ

れ
て
お
り
、
注
目
度
の
高
い

高
速
鉄
道
の
進
化
を
支
え
て

い
る
。

　
国
内
で
の
ア
ル
ミ
車
両
の

歴
史
の
起
源
は
１
９
６
２
年

で
、
山
陽
電
鉄
が
日
本
で
初

め
て
ア
ル
ミ
合
金
製
車
両
を

採
用
し
た
。
以
降
、
高
速
鉄

道
を
主
体
に
普
及
が
進
む
こ

と
に
な
る
。
高
速
鉄
道
の
象

徴
で
あ
る
新
幹
線
は

年
に

走
行
を
開
始
、
当
初
の
車
体

は
鋼
製
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

高
速
化
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
車
体
の
軽
量
化
が
進

行
。

年
に
東
北
・
上
越
新

幹
線
に
投
入
さ
れ
た
２
０
０

系
車
両
に
初
め
て
ア
ル
ミ
が

使
用
さ
れ
た
。
ア
ル
ミ
合
金

が
持
つ
軽
量
性
、
耐
食
性
、

リ
サ
イ
ク
ル
性
が
認
識
さ

れ
、
通
勤
車
両
か
ら
新
幹
線

車
両
ま
で
広
く
ア
ル
ミ
車
両

が
普
及
。
今
で
は
年
間
に
製

造
さ
れ
る
車
両
の
約
半
数
を

ア
ル
ミ
車
両
が
占
め
て
い

る
。

　
先
月

日
、
ア
ル
ミ
鉄
道

車
両
誕
生

周
年
と
２
万
両

達
成
を
記
念
し
た
講
演
会
を

実
施
。
国
土
交
通
省
や
鉄
道

会
社
、
車
両
メ
ー
カ
ー
、
ア

ル
ミ
メ
ー
カ
ー
な
ど
多
く
の

関
係
者
が
詰
め
か
け
た
。
こ

の
会
の
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協

会
の
山
内
重
徳
会
長

Ｕ
Ａ

Ｃ
Ｊ
会
長
兼
最
高
経
営
責
任

者

は
「
ア
ル
ミ
車
両
発
展

の
歴
史
は
ア
ル
ミ
業
界
に
と

っ
て
も
技
術
開
発
の
歴
史
そ

の
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
」
と
力
を
込
め
た
。

加
え
て
「
鉄
道
車
両
向
け
を

主
体
に
開
発
し
た
合
金
は
ア

ル
ミ
車
両
の
発
展
に
貢
献
し

た
だ
け
で
な
く
土
木
建
築
、

船
舶
な
ど
幅
広
い
分
野
に
応

用
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

鉄
道
車
両
で
取
り
組
ん
だ
技

術
の
結
晶
が
、
ア
ル
ミ
の
可

能
性
を
一
段
と
広
げ
、
用
途

拡
大
に
も
結
び
つ
い
た
。

　
押
出
性
に
優
れ
た
ア
ル
ミ

合
金
「
６
Ｎ
０
１
」
、
押
出

形
材
の
大
型
化
製
造
技
術
、

中
空
押
出
形
材
に
よ
る
ダ
ブ

ル
ス
キ
ン
構
造
や
接
合
技
術

な
ど
、
多
く
の
技
術
が
開
発

さ
れ
、
高
い
生
産
性
、
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
、
安
全
性
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
。
ダ
ブ
ル

ス
キ
ン
は
段
ボ
ー
ル
の
断
面

の
よ
う
な
構
造
で
、
曲
げ
や

ね
じ
り
に
強
い
。
軽
さ
と
丈

夫
さ
を
両
立
で
き
、
柱
を
使

わ
ず
に
広
々
と
し
た
客
室
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ア
ル
ミ
合
金
が
持
つ
特
徴

が
鉄
道
車
両
の
性
能
を
押
し

上
げ
る
。
軽
く
て
強
く
、
車

両
を
軽
量
化
で
き
る
。
押
出

性
に
優
れ
、
そ
の
加
工
性
か

ら
車
両
の
製
造
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
。
耐
食
性
を
有

し
、
省
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可

能
に
な
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
性

に
優
れ
る
こ
と
で
、
廃
車
時

に
は
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

再
生
合
金
を
得
ら
れ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
ア
ル
ミ
合

金
製
車
両
の
特
徴
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
改
良

が
継
続
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
進
歩
が
鉄
道
車
両

の
進
化
に
結
び
つ
く
。

　
今
後
は
次
世
代
鉄
道
の
リ

ニ
ア
新
幹
線
の
開
通
も
控
え

る
。
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
も
ア

ル
ミ
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

鉄
道
の
高
速
化
を
支
え
る
。

鉄
道
の
進
化
は
ア
ル
ミ
車
両

と
と
も
に
あ
り
、
そ
の
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
。


